
●とっさの場合に持ち出せるようにリュックサック等につめておきましょう。

●少なくとも3日（できれば1週間）は自力で生活できるように準備

● 上記リストを参考に、特に乳幼児用品、高齢者用品等、災害時に配慮すべき方の用品も、家族構成に合わせて追加しましょう。
● 備蓄品は、いざというときに支障がないように、定期的に点検しましょう。

避難するときに最初に持ち出すのが「非常持ち出し品」。
災害直後から混乱が収まるまでの数日間、自給自足するための物資が「備蓄品」です。
以下は一例です。とくに非常持ち出し品は、持って逃げられる量にしましょう。（男性15kg　女性10kgが目安）

普段から少し多めに食料品や日用品を買っておき、
使った分だけ新しく買い足して、
常に一定量の備蓄を自宅に確保しておくことを
ローリングストックと言います。

ー例ー
ペットボトルの水や飲み物、レトルト食品、
インスタント食品、お菓子、乾麺、缶詰、
カセットコンロのボンベ、ウェットティッシュ、
トイレットペーパー、食品用ラップ、ビニール袋、
乾電池、使い捨てカイロなど

□現金
□印鑑
□健康保険証
□免許証
□通帳

□飲料水　※1人1日3ℓ
□食品　※アルファ米、長期保存食品など
□給水用ポリタンク　□バケツ
□カセットコンロ　□ガスボンベ
□使い捨ての食器類
□食品用ラップ

□ランタン
□災害用トイレセット
□からだ拭きシート
□水のいらないシャンプー
□ガムテープ
□ビニールシート

□携帯ラジオ
□携帯電話（スマートフォン）の充電器
□モバイルバッテリー
□筆記用具
□予備の電池

□救急セット　※常備薬も
□タオル
□マスク
□消毒液
□体温計
□トイレットペーパー
□ウェットティッシュ
□ビニール袋
□使い捨て手袋
□携帯用トイレ
□衣類（下着・上着など）

□懐中電灯
□ヘルメット　□防災ずきん
□軍手
□スリッパ
□マッチ　□ライター

□毛布　□保温シート
□使い捨てカイロ
□防寒具（帽子、手袋など）
□冬用の衣類（厚手の靴下など）

□非常食　※軽く高カロリーのもの
□飲料水
□給水袋
□万能ナイフ
□缶切り

土砂災害は突発性が高く、甚大な被害をもたらします。
上記の前兆現象は、経験則として土砂災害発生の前に感じられるものとして知られていますが、特に警戒区域内においては避難の猶予がほ
とんどないものと考え、「様子がおかしい」と感じたら、ただちに避難行動をとってください。

土砂災害防止法に基づき、北海道が調査を実施し、土砂災害のおそれのある区域を以下の通り指定しています。

土砂災害警戒区域内、また指定が無くとも
「谷の出口」や「がけの下」からは、いち早く
避難する。

指定避難所までの移動が困難な際は、
近隣の頑丈な建物の高い階へ避難する。

建物に破損が生じ、住民に大きな危険が
生じるおそれがある区域土砂災害　特別警戒区域(レッドゾーン)

土砂災害のおそれがある区域土砂災害　警戒区域(イエローゾーン)

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。ふだんと違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

地下水の影響と重力によってやや傾
斜のゆるい斜面が、広い範囲にわ
たって、かたまりのまま移動する現
象のことをいいます。

長雨や集中豪雨などによって山から
崩れた石や土が、水といっしょになっ
て、一気に下流へと押し流されるこ
とをいいます。

雨や地震などの影響によって急激に
斜面が崩れ落ちることをいいます。

外出にも危険が伴う状況で、
やむなく自宅に留まる場合は、２階以上の
出来るだけ山側から離れた部屋に移動する。
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